別表第２（第３条関係）

建設工事の監督業務における段階確認の種別、細別、確認時期、確認項目及び確認の程度

	種 別
	細 別
	確認時期
	確認項目
	確認の程度

	指定仮設工
	
	設置完了時
	使用材料、高さ、幅、長さ、深さ等
	１回／１工事


	河川土工（掘削工）
海岸土工（掘削工）
砂防土工（掘削工）
道路土工（掘削工）
渓間土工（掘削工）
山腹土工（掘削工）
	
	土（岩）質の変化した時

	土（岩）質の変化位置

	１回／土（岩）質の変化ごと

	道路土工（路床盛土工）
	
	プルーフローリング実施時
	プルーフローリング実施状況
	１回／１工事


	舗装工（路盤工）

	
	路盤工完了時


プルーフローリング実施時
	基準高､幅､厚さ､横断勾配、延長､支持力､締固め密度
プルーフローリング実施状況
	１箇所以上／１工事


１回／１工事


	表層安定処理工
	表層混合処理
路床安定処理
	処理完了時
	使用材料、基準高、幅、延長、施工厚さ
	１回／１工事


	
	置換
	掘削完了時
	使用材料、幅、延長、置換厚さ
	１回／１工事


	
	サンドマット
	処理完了時
	使用材料、幅、延長、施工厚さ
	１回／１工事


	バーチカルドレーン工

	サンドドレーン
袋詰め式サンドドレーン
ペーパードレーン
	施工時
	使用材料、打込長さ
	１回／２００本

	
	
	施工完了時
	施工位置、杭径
	１回／２００本

	締固め改良工
	サンドコンパクションパイル
	施工時
	使用材料、打込長さ
	１回／２００本

	
	
	施工完了時
	基準高、施工位置、杭径
	１回／２００本

	固結工

	粉体噴射撹拌
高圧噴射撹拌
セメントミルク撹拌
生石灰パイル
	施工時
施工完了時

	使用材料、深度
基準高、位置、間隔、杭径
	１回／２００本

	
	薬液注入
	施工時
	使用材料、深度、注入量
	１回／２０本

	矢板工（任意仮設を除く。）



	鋼矢板

	打込時
	使用材料、長さ、溶接部の適否
	試験矢板＋１回／１５０枚

	
	
	打込完了時
	基準高、変位
	

	
	鋼管矢板


	打込時
	使用材料、長さ、溶接部の適否
	試験矢板＋１回／７５本

	
	
	打込完了時
	基準高、変位
	

	既製杭工
	既製コンクリート杭
鋼管杭
Ｈ鋼杭

	打込時

	使用材料、長さ、溶接部の適否、杭の支持力
	試験杭＋１回／１０本

	
	
	打込完了時（打込杭）
	基準高、偏心量

	

	
	
	掘削完了時（中堀杭）
	掘削長さ、杭の先端土質
	

	
	
	施工完了時（中堀杭）
	基準高、偏心量
	

	
	
	杭頭処理完了時
	杭頭処理状況
	１回／１０本

	場所打杭工
	リバ―ス杭
オールケーシング杭
アースドリル杭
大口径杭
	掘削完了時
	掘削長さ、支持地盤
	試験杭＋１回／１０本

	
	
	鉄筋組立て完了時
	使用材料、設計図書との対比
	３０パーセント程度／１構造

	
	
	施工完了時

	基準高、偏心量、杭径
	試験杭＋１回／１０本

	
	
	杭頭処理完了時
	杭頭処理状況
	１回／１０本

	深礎工
	
	土（岩）質の変化した時
	土（岩）質変化位置
	１回／土（岩）質の変化ごと

	
	
	掘削完了時
	長さ、支持地盤
	１回／３本

	
	
	鉄筋組立て完了時
	使用材料、設計図書との対比
	１回／１本

	
	
	施工完了時
	基準高、偏心量、杭径
	１回／３本

	
	
	グラウト注入時
	使用材料、使用量
	１回／３本

	オープンケーソン基礎工
ニューマチックケーソン基礎工



	
	鉄沓据付け完了時
	使用材料、施工位置
	１回／１構造物

	
	
	本体設置前
（オープンケーソン）
	支持層

	

	
	
	掘削完了時
（ニューマチックケーソン）
	
	

	
	
	土（岩）質の変化した時
	土（岩）質変化位置
	１回／土（岩）質の変化ごと

	
	
	鉄筋組立て完了時
	使用材料、設計図書との対比
	１回／１ロット

	鋼管井筒基礎工

	
	打込時

	使用材料、長さ、溶接部の適否、支持力
	試験杭＋１回／１０本


	
	
	打込完了時
	基準高、偏心量
	

	
	
	杭頭処理完了時
	杭頭処理状況
	１回／１０本

	置換工（重要構造物）
	

	掘削完了時

	使用材料、幅、延長、置換厚さ、支持地盤
	１回／１構造物


	築堤、護岸工
	
	法線設置完了時
	法線設置状況
	１回／１法線

	砂防ダム
治山ダム
	
	法線設置完了時
	法線設置状況
	１回／１法線

	護岸工
	法覆工（覆土施工がある場合）
	覆土前
	設計図書との対比（不可視部分の出来形）
	１回／１工事

	
	基礎工、根固
工
	設置完了時
	設計図書との対比（不可視部分の出来形）
	１回／１工事


	重要構造物
函渠工 （樋門、樋管を含む。）
躯体工（橋台）
ＲＣ躯体工（橋脚）
橋脚フ―チング工
ＲＣ擁壁
砂防ダム
治山ダム
堰本体工
排水機場本体工
水門工
共同溝本体工
	
	土（岩）質の変化した時
	土（岩）質、変化位置
	１回／土（岩）質の変化ごと

	
	
	床堀、掘削完了時
	支持地盤（直接基礎）
	１回／１構造物

	
	
	鉄筋組立て完了時
	使用材料、設計図書との対比
	３０パーセント程度／１構造物

	
	
	埋戻し前
	設計図書との対比（不可視部分の出来形）

	１回／１構造物

	躯体工
ＲＣ躯体工
	
	沓座の位置決定時
	沓座の位置
	１回／１構造物

	床版工
	
	[bookmark: _GoBack]鉄筋組立て完了時
	使用材料、設計図書との対比
	３０パーセント程度／１構造物

	鋼橋

	
	仮組立完了時
	キャンバー寸法等
	１回／１構造物

	ポストテンションＴ（Ｉ）桁製作工
プレキャストブロック桁組立工
プレビーム桁製作工
ＰＣホロースラブ製作工
ＰＣ版桁製作工
ＰＣ箱桁製作工
ＰＣ片持箱桁製作工
ＰＣ押出し箱桁製作工
床版･横組工
	
	プレストレス導入完了時
横締め作業完了時
	設計図書との対比
	５パーセント程度／総ケーブル数


	
	
	プレストレス導入完了時
縦締め作業完了時
	設計図書との対比
	１０パーセント程度／総ケーブ ル数

	
	
	ＰＣ鋼線、鉄筋組立て完了時（工場製作を除く。）
	使用材料、設計図書との対比
	３０パーセント程度／１構造

	暗渠排水工
	吸水渠

	施工時
	敷設深さ
	１回／１工事

	区画整理工
	整地工
	施工時
	表土扱い厚
基盤整地
	１回／１工事

	ため池堤体盛土工

	切土状況
	施工時
	切土面の地耐力、湧水状況、寸法の確認
	建設工事の完了の都度

	
	試験盛土
	施工前
	転圧回数と機種の選定
	１回／土質ごと

	
	盛土材
	施工前
	土質の確認
	１回／土質ごと

	
	盛土

	施工時
	仕上がり厚さ、幅、締め固め状況等
	３回／工程ごと

	
	
	施工完了時
	仕上がり厚さ、幅、締め固め状況等
	３回／工程ごと


　注　表中の「確認の程度」は、確認頻度の目安であり、実施に当たっては、建設工事内容、施工状況等を勘案の上設定することとする。なお、「１ロット」とは、橋台等の単体構造物はコンクリート打設ごと、函渠等の連続構造物は施工単位（目地）ごととする。
